
ボーリング柱状図

調 査 名 堤 老 人 い こ い の 家 改 築 工 事 地 質 調 査 業 務 委 託
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ボーリング名 N o . 1 調査位置 福 岡 市 城 南 区 樋 井 川 ７ 丁 目 ２ ２ 番 ２ ９ 号 北 緯 3 3 ﾟ  3 2 '  2 1 . 1 7 "

東 経 1 3 0 ﾟ  2 2 '  5 9 . 7 3 "発 注 機 関 福岡市財政局アセットマネジメント推進部施設建設課 調査期間 平成 27年 12月 15日 ～ 27年 12月 18日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 エ ネ ッ ト
電話 ( 0 9 2 - 6 0 8 - 3 0 7 6 )

主任技師 立 尾 　 広 幸
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代 理 人
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鑑 定 者
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半 自 動 落 下

エンジン ヤ ン マ ー N F D - 9 ポ ン プ 東 邦 B G - 3 型総 掘 進 長  13.00m
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マサ土による盛土。粒径は不均一。
上部に粘土分を多量に含む。
下部に行くに従い含水量やや多くな
る。
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マサ土の二次堆積土主体。
粒径は不均一。細砂、細礫少量混
入。所々腐植物極少量混入。
上下端部に腐食臭を伴う暗灰色シル
ト挟む。
含水量多い。
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粒径は不均一。石英細礫多量混入。
含水量多い。

粗砂 灰

腐植物少量混入。下部に行くに従い
砂分多くなる。
粘着性乏しい。含水量多い。
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粒径は不均一。石英細礫多量混入。
含水中位。
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風化著しく、中砂状を呈す。
原岩の組織を留めていない。
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原岩の組織を留めるが、風化著しく
固結砂状を呈す。
固結片は指圧で容易に崩れ砂状にな
る。
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孔内水平載荷試験
E=1074kN/㎡
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。 
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地震状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。


